
 
 

 

 

令 和 ８ 年 ４ 月 １ ６ 日 

北陸信越運輸局観光部 

 

 

「木曽地域における宿泊実態調査」の結果を公表しました 
～木曽地域宿泊実態調査で見えた「需給ギャップ」と次の一手～ 

 

国土交通省北陸信越運輸局は、長野県木曽地域振興局と連携し、令和７年度観光地域動向調査

事業として「木曽地域における宿泊実態調査」を実施しました。本調査は、木曽路に点在する宿泊施設

の収容能力・稼働状況・宿泊者属性（外国人を含む）を面的に把握し、「宿が足りないと言われる一方

で、空室もある」という地域課題の実態を明らかにするとともに、今後の観光振興・宿泊促進策の検討

に資する基礎資料を整備することを目的として実施したものです。 

このたび、アンケート調査およびヒアリング調査の結果を取りまとめましたので、公表いたします。 

北陸信越運輸局では、本調査結果を長野県・市町村の観光施策の検討・改善に活用してまいります。 

  

【調査結果のポイント（抜粋）】 

■地域全体では「宿泊供給は不足していない」 

・木曽地域全体としては、宿泊供給の総量不足は発生していないことが明らかになりました。 

・一方で、人気エリア・人気宿への需要集中と、周辺地域・閑散期における空室が同時に存在し

ており、エリア・季節ごとの需給ギャップが課題となっています。 

・冬季～春季に稼働が落ち込む市町村が多く、年間を通じた稼働の平準化が重要なテーマ。 

■外国人宿泊者は「一部の旅館」に集中 

・外国人旅行者の宿泊は旅館への集中が顕著で、成功している施設では「英語表記の HP」や

「口コミによる自然拡散」が集客に寄与していました。 

・一方、海外 OTA 活用や多言語発信を行っていない施設もあり、外国人需要を取り込める余地

も大きいことも分かりました。 

 
１．事業概要 

事 業 名 ： 令和 7 年度観光地域動向調査事業「木曽地域における宿泊実態調査」 

事業実施者 ： 国土交通省北陸信越運輸局 

調 査 期 間 ： 令和 7 年 9 月～令和 8 年 3 月 

 

２．調査結果 

・調査結果概要は別紙のとおり 

・調査報告書（全体版）は以下の URL よりご覧いただけます 

URL：https://wwwtb.mlit.go.jp/hokushin/hrt54/sightseeing/doukoutyousa.html 

 

 ＜問い合わせ先＞ 

北陸信越運輸局観光部観光地域振興課 森田 小池  

TEL：025-285-9181 

MAIL：hrt-hrt-kankou@gxb.mlit.go.jp 

※北陸信越運輸局観光部は観光庁の地方組織です。 
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